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ド
ゥ
テ
ル
テ
新
大
統
領
就
任
に
向
け
て

〖
セ
ブ
日
本
人
会
副
会
長
の
藤
岡
頼
光
で
す
〗

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
す
ね
。
も
う
一

年
の
半
分
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年

は
大
統
領
も
変
わ
り
大
き
く
変
化
す
る
年
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
は
如
何
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
？

今
回
は
5
月
9
日
に
行
わ
れ
た
大
統
領
選
挙
を

受
け
て
少
し
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

〖
ト
ラ
ン
プ
氏
と
は
違
う
〗

6
月
3
0
日
か
ら
新
し
い
大
統
領
に
な
り

ま
し
た
。
5
月
9
日
に
行
わ
れ
た
選
挙
で

3
8.
5
5
％
の
票
を
集
め
て
当
選
し
た
ミ
ン

ダ
ナ
オ
島
の
元
ダ
バ
オ
市
長
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統

領
7
1
歳
で
す
。

よ
く
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
氏
と
比
べ
ら
れ
ま

す
が
私
は
全
く
別
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
関
係

な
い
他
人
を
攻
撃
し
て
自
分
を
正
当
化
す
る
ト

ラ
ン
プ
氏
と
違
い
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
は
公
約

や
発
言
は
過
激
で
す
が
犯
罪
者
や
汚
職
に
対
し

て
激
し
く
攻
撃
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
少
々

ジ
ョ
ー
ク
が
行
き
す
ぎ
ま
す
が
人
間
的
に
は

ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
が
数
段
上
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

〖
凄
ま
じ
い
公
約
〗

ド
ゥ
テ
ル
テ
新
大
統
領
と
言
え
ば
過
激
な
公
約

で
す
。
選
挙
中
い
ろ
い
ろ
な
発
言
が
あ
り
ま
し

た
が
目
立
っ
た
も
の
を
書
き
出
し
て
み
ま
し

た
。

・
麻
薬
密
売
人
は
全
て
殺
す

2
0
0
6
年
に
廃
止
さ
れ
た
死
刑
制
度
を
1
0

年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
て
1
0
万
人
を
処
刑
す
る

と
言
っ
て
い
ま
す
。
対
象
は
麻
薬
犯
罪
だ
け
で

な
く
強
姦
、
殺
人
や
強
盗
な
ど
の
広
範
な
犯
罪

に
な
る
そ
う
で
す
。

選
挙
中
に
言
っ
て
い
た
「
マ
ニ
ラ
湾
の
魚
は
肥

え
太
る
だ
ろ
う
」
と
言
う
ス
ピ
ー
チ
は
あ
な
が

ち
嘘
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。
私
達
は
セ
ブ
で
良

か
っ
た
で
す
よ
ね
。
こ
の
公
約
で
は
恐
ろ
し
く

て
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
寿
司
を
食
べ
ら
れ
ま

せ
ん
。
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
の
任
期
の
間
は
マ

ニ
ラ
出
張
で
の
食
事
は
魚
料
理
を
控
え
て
肉
食

に
変
え
ま
す
。
は
は
は
、、、

・
2
2
時
～
翌
5
時
の
1
8
歳
以
下
の
保
護
者

な
し
徘
徊
の
禁
止

・
2
2
時
～
翌
5
時
ま
で
の
大
音
量
の
禁
止

・
深
夜
1
時
以
降
の
夜
間
の
酒
類
販
売
の
禁
止

ど
れ
も
夜
が
苦
手
な
私
に
と
っ
て
は
何
の
問
題

も
な
い
政
策
で
す
が
ダ
ン
ス
バ
ー
や
カ
ラ
オ

ケ
、
デ
ィ
ス
コ
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
方
に
は

影
響
が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
が
根
付
い
て

い
る
の
で
残
念
な
気
も
し
ま
す
が
、
そ
う
い
っ

た
場
所
が
未
成
年
の
非
行
の
温
床
に
な
っ
て
い

る
の
で
取
り
締
ま
っ
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

〖
今
ま
で
の
実
績
〗

1
9
8
7
年
ド
ゥ
テ
ル
テ
氏
が
ダ
バ
オ
市
長
に

な
る
ま
で
は
東
ア
ジ
ア
で
一
番
危
険
な
都
市
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
東
ア
ジ

ア
で
一
番
安
全
な
都
市
が
ダ
バ
オ
市
な
の
で

す
。
セ
ブ
で
生
活
を
し
て
い
る
と
凄
さ
が
お
分

か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
タ
ク
シ
ー
が
1
ペ

ソ
単
位
で
お
釣
り
を
ち
ゃ
ん
と
払
っ
て
く
れ
る

の
で
す
。
い
っ
さ
い
ぼ
っ
た
く
ら
れ
る
事
は
あ

り
ま
せ
ん
。
町
も
綺
麗
で
、
犯
罪
や
汚
職
が
な

い
信
じ
ら
れ
な
い
世
界
な
の
で
す
。

〖
武
勇
伝
〗

嘘
か
本
当
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

が
信
じ
て
い
る
武
勇
伝
が
あ
り
ま
す
。
私
が
聞

い
た
中
で
面
白
い
と
思
っ
た
も
の
を
抜
粋
し
て

み
ま
し
た
。

 ・
大
型
バ
イ
ク
で
即
ち
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ト
ソ

ン
で
ギ
ャ
ン
グ
団
の
ア
ジ
ト
に
自
ら
乗
り
込
み

手
り
ゅ
う
弾
を
投
げ
こ
ん
だ
。

・
ギ
ャ
ン
グ
の
ア
ジ
ト
に
乗
り
込
み
シ
ョ
ッ
ト

ガ
ン
を
ぶ
っ
ぱ
な
し
た
。

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
麻
薬
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

を
突
き
落
と
し
た
。

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
機
関
銃
で
密
輸
組
織
の

車
を
蜂
の
巣
に
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
聞
く
と
だ
れ
も
が
言
う
の
で

あ
な
が
ち
作
り
話
と
も
思
え
ま
せ
ん
。
彼
の

F
a
c
e
b
o
o
k
に
は
両
手
に
銃
を
持
ち

セブ観音戦没者慰霊祭のご案内
戦後 71 年を迎える本年の戦没者慰霊祭は、8 月 15 日の終戦記念日に下
記のごとく挙行致しますので、皆様お誘い合わせの上セブ観音像の御前
のご参列くださいますようにご案内申し上げます。式典、慰霊歓談は以

下の通りで御座います。
2016 年 8 月 15 日 ( 月 )

場所 : マルコポーロホテル敷地内セブ観音慰霊碑前
時間：午前  9 時 15 分受付

午前 9 時 30 分式典セナプロケミカル西川様
10 時 15 分献杯

11 時終了

 「
私
は
ダ
ー
テ
ィ
ー
ハ
リ
ー
だ
」
と
書
い
て
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

〖
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
新
し
い
選
択
〗

 

今
ま
で
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
生
活
を
助
け
て
く

れ
る
母
親
的
な
面
倒
見
の
い
い
大
統
領
を
選
ん

で
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
は
貧
困
層
の
支
持

だ
け
で
な
く
知
識
階
級
ま
で
幅
広
い
支
持
を
受

け
父
親
的
な
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
望
ん
だ

の
で
す
。

私
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー
ク
ァ
イ
ン
ユ
ー
元

首
相
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
元
首
相

の
よ
う
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
強
力
に
引
っ
張
っ
て

い
け
る
の
か
注
目
し
て
い
ま
す
。

〖
先
ず
は
お
手
並
み
拝
見
〗

ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
は
6
ヶ
月
で
汚
職
を
無
く

す
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
起
き
て
い
る

間
だ
け
で
な
く
、
寝
て
い
る
間
も
全
力
を
尽
く

す
と
約
束
す
る
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。
米
国
で

は
新
大
統
領
就
任
後
1
0
0
日
間
は
優
し
く
見

守
る
「
蜜
月
の
3
ヶ
月
」
と
言
う
習
慣
が
あ
り

ま
す
。

い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
6
月
3
0
日
か

ら
始
ま
っ
た
新
大
統
領
を
先
ず
は
優
し
く
見
守

り
ま
し
ょ
う
。

〖
大
成
長
の
可
能
性
あ
り
〗

私
が
留
学
生
と
話
を
し
て
い
る
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
問
題
点
は
何
と
言
っ
て
も
治
安
だ
と
言
い
ま

す
。

犯
罪
が
減
っ
て
治
安
が
良
く
な
れ
ば
そ
れ
だ
け

で
観
光
客
は
増
え
ま
す
。
汚
職
が
無
く
な
れ
ば

海
外
か
ら
の
投
資
も
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
が
抱
え
て
い
る
全
て
の
問
題
が
治
安
と

汚
職
と
言
っ
て
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し

ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
が
本
当
に
治
安
と
汚
職
を

解
決
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
未
来

は
明
る
い
で
す
。

〖
日
本
人
に
で
き
る
こ
と
〗

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
物
で
あ
り

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
決
断
を
尊
重
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
私
達
日
本
人
は
他
人
の
軒
先
に
住

ま
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。
ド
ゥ
テ
ル

テ
大
統
領
の
力
量
は
未
知
数
で
す
が
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
が
選
ん
だ
新
し
い
大
統
領
を
受
け
入
れ

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
よ
り
良
い
国
に
な
る
よ
う
に
協

力
し
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

治
安
が
改
善
し
汚
職
が
無
く
な
れ
ば
私
達
セ
ブ

に
住
む
日
本
人
に
と
っ
て
も
良
い
大
統
領
と
言

え
ま
す
。
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セブ在住者向けビジネス英語クラス（中級者）

毎月第 2、第 4 水曜日開催
（7 月 13 日＆ 27 日　8 月 10 日＆ 24 日）

　場所：QQ English (IT Park Skyrise4 ビル 8 階 )
　時間：6:30PM ~ 8:00PM
  参加費：P200.00/ レッスン

　（お試しを兼ねて、1 回からの参加も歓迎致します）
　参加希望・お問い合わせは、下記までお願いします。
電話：032-318-9600　E-mail: desiree@qqeng.com

熊本地震災害支援募金のお願い
セブ日本人会では、被災された方々を支援するため、募金活動を行って
おります。
皆様の暖かいご支援のもと、2016 年 6 月 24 日現在　107,705.50 ペソ

（234,000 円相当）の募金が集まりました。
ご協力いただきました皆様に、心より感謝いたします。

被災地の報道が日々少なくなる中、被災地では未だ 1,500 人以上の方々
が避難生活を強いられています。（平成 28 年 6 月 13 日現在）皆様のご
寄付は、現地で支援活動を継続する「一般社団法人 フェニックス災害支
援機構」を通じ、被災地で不自由な生活を強いられている被災者の生活
の向上のために、使わせていただきます。

※６月３０日の第一次締め切り後も、引き続き募金を受け付けておりま
す。

【募金方法】
　①日本人会事務所へ直接お持ちいただく（小切手可）
　②口座振込：METRO BANK Branch CEBU LAPU-LAPU
　　             Account No. 185-3-18564279-9
　　             Account Name JAPANESE ASSOCIATION CEBU, INC.
　　            ※ご入金後、日本人会事務所（TEL:032-343-8066）
　　　           送金内容のご一報をお願いします。
　③ LBC での募金手順
　　　１．LBC 支店で「Money Remittance」( 送金 ) と申込んで下さい。
　　　２．送金用紙に以下のように記入してください。
　　　　【送金用紙の上部】：送金者の氏名、住所、電話番号
　　　　【送金用紙の下部】：Arlinda Ycot c/o Japanese Association
　　　　　　　　　　　　　　Cebu 5th /F Clotilde Commercial 
Center,
　　　　　　　　　　　　　　M.L. Quezon St.,Casuntingan, Mandaue
　　　　　　　　　　　　　　City 6014 Philippines 
　　　　　　　　　　　　　　TEL:032-343-8066
　　　　　※必ず「Door To Door」を指定してください。
　　　３．送金金額と手数料を支払い、領収書を受取って下さい。
　　　４．日本人会事務所（TEL:032-343-8066）に送金内容のご一報をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日
本
映
画
祭

T H E  J A P A N E S E
F I L M  F E S T I V A L

2 0 1 6

DIRECTOR'S TALKS: JULY 08, 2016 (FRIDAY)  |  6:00 PM
CCP LITTLE THEATER, CCP COMPLEX, ROXAS BOULEVARD, PASAY CITY

JULY 09, 2016 (SATURDAY)  |  7:00 PM
SHANG CINEPLEX CINEMA 2, SHANGRI-LA PLAZA, EDSA, MANDALUYONG CITY

Born on July 3, 1949 in Numazu, Japan. Debuted in 
1979 with "Goodbye Flickmania." His works include 
films with high entertainment value such as "The 
Heartbreak Yakuza (1987)," "Gunhed (1988)" as 
well as socially conscious films such as "Kamikaze 
Taxi (1995)," "Bounce KoGals (1997) ," winners of 
many film awards, and intensely political drama 
“Jubaku“Jubaku – Spellbound (1999) ,” “The Choice of 
Hercules (2002) ,” and the highly praised, B.O. 
success “Climber’s High (2008) .”  For his ability to 
speak and write English, he also works as an 
 English  interpreter, and his friendship with Edward Zwick brought him to act as the sly Omura in 

“The Last Samurai (2003) .”  He received the Special Grand Prize of the Jury at the 35th Montreal 
World Film Festival in 2012 for his film “Chronicle of My Mother (2012).”  

OPENING FILM

Directed by: HARADA Masato 
 
Produced by: ENOKI Nozomu, MASUMOTO Yukiko,
SUMIDA Setsuko 

Cast: OIZUMI Yo (NAKAMURA Shinjiro), 
TODA Erika (Jogo),
MITSUSHIMA Hikari (O-Gin)MITSUSHIMA Hikari (O-Gin)

Production Company: "KAKEKOMI" Film Partners 
Distributor: SHOCHIKU  CO., LTD.
Official Site: http://kakekomi-movie.jp

Synopsis: A warm-hearted period film based on "Tokeiji Hanadayori," a novel by playwright Inoue Yasushi. Set 
at an actual "divorce temple" in Kamakura, it follows the efforts of a male protagonist who assists a group of 
women attempting to exit their marriages and make a new start in life. Its director is Harada Masato.

In 1841, novice doctor and playwright Shinjiro (Oizumi Yo) lives rent-free at an inn that takes in women seeking 
divorces. One day, two women run into his life: Jogo (Toda Erika), a foundry worker with burns on her face, and 
O-Gin (Mitsushima Hikari), a courtesan with an injured leg. 

ShinjiroShinjiro continues to get caught up in a whirlwind of events, like being threatened by Sanpachi (Jun 
Hashimoto), the yakuza boss bursting into Kashiwaya looking for his woman, and dragged into the pregnancy 
hullabaloo of Yuki (Misuzu Kano) who is a kakekomi woman at Tokeiji. All the while, Mizuno’s Reforms have 
gotten harsher and his right-hand man, Torii (Yukiya Kitamura), is plotting to send a mole into Tokeiji to bring 
it down...

Film Festivals, Awards:
     2015 Shanghai International Film Festival
     2015 Japan Film Festival of San Francisco
     2015 Toronto Japanese Film Festival, Special Mention
     2015 Tokyo International Film Festival, Japan Now (Director in Focus: Masato Harada)

2015  "KAKEKOMI" Film Partners©

R13
RATED

PG
RATED

Directed by: HARADA Masato 
 
Produced by: ISHIZUKA Yoshitaka 

Cast: YAKUSHO Koji (IGAMI Kosaku),
KIKI Kilin (Yae), 
MIYAZAKI Aoi (Kotoko)

Production Company: Production Company: 
"Chronicle of My Mother" Film Partners 
Distributor: SHOCHIKU  CO., LTD.
Official Site: http://www.shochiku.co.jp/movie/wagahaha

© 2011 "Chronicle of My Mother" Film Partners

Synopsis: A film adaptation of the autobiographical novel "Chronicle of My Mother" by Inoue Yasushi, one of 
Japan's greatest literary talents, this family drama about the aging and death of a parent. It won the Special 
Grand Prix of the Jury at the 2011 Montreal World Film Festival.

Kosaku (Yakusho Koji) was separated from his parents at an early age to be raised elsewhere and has grown up 
believing that he was abandoned by his mother. As an adult, he is still unable to move past this feeling; but when 
his now senile mother recites a certain poem, her true intentions come to light.

Film Festivals, Awards:
     2011 Montreal World Film Festival, World Competition, Special Grand Prix of the Jury
     2011 Busan International Film Festival, Closing
     2011 Hawaii International Film Festival
     2011 International Film Festival of India, Goa
     2012 Karlovy Vary International Film Festival, Horizons
     2012 Chicago International Film Festival, Competition     2012 Chicago International Film Festival, Competition
     2012 Palm Springs International Film Festival, Modern Masters

PG
RATED

Directed by: HARADA Masato 
 
Produced by: ENOKI Nozomu, ARAGAKI Hirotaka

Cast: 
YAKUSHO Koji (ANAMI Korechika), 
MOTOKI Masahiro (Emperor Showa), 
MATSUZAKA Tori (HATANAKA Kenji)MATSUZAKA Tori (HATANAKA Kenji)

Production Company: 
"The Emperor in August" Film Partners 
Distributor: Asmik Ace, SHOCHIKU  CO., LTD.
Official Site: http://nihon-ichi.jp

Synopsis: An adaptation of Hando Kazutoshi's non-fiction novel "Nihon no Ichiban Nagai Hi: Ketteiban," it 
reveals the anguish and deliberations of the Japanese who put their lives on the line to end the Pacific War and 
achieve peace. 

In April of 1945, as the Pacific War enters its final phase, Japan's Prime Minister Suzuki Kantaro (Yamazaki 
Tsutomu) forms a new cabinet. Anami Korechika (Yakusho Koji), a trusted subject of Emperor Showa (Motoki 
Masahiro), is appointed Minister of War and makes his case for a final battle on Japanese shores.

Film Festivals, Awards:
     2015 Tokyo International Film Festival, Japan Now (Director in Focus: Masato Harada)
     2015 Chicago International Film Festival
     2015 Hawaii International Film Festival

2015  "The Emperor in August" Film Partners©

R13
RATED

©

Directed by: SHOJI Hiroshi 

Cast: 
KATO Shinsuke (Ken), 
MAIGUMA Katsuya (Kazu), 
FUJIWARA Kisetsu (Teru)

Production Company: Third Window Films

2015  Ken and Kazu Production

Synopsis: A drama depicting the conflict between friends who deal with drugs, Director Shoji Hiroshi made the 
feature film based on his short “Ken and Kazu,” which was screened in four countries including the 41st 
International Film   Festival Rotterdam.

Ken (Kato Shinsuke) and Kazu (Maiguma Katsuya) are partners in crime who use a car repair shop as their front 
for dealing stimulants. Ken tries to make a clean break after his girlfriend Saki (Iijima Shuna) gets pregnant, but 
Kazu has a secret…

Film Festivals, Awards:
     2015 Tokyo International Film Festival, Japanese Cinema Splash

JFM’s first ever partnership with the Cinemalaya brings forth the screening of two Japanese independent films: Ken and Kazu and August in Tokyo as part of its 

Asian Showcase. Director Hiroshi Shoji himself joins the festivities at the Philippine premier of his award-winning film Ken and Kazu.

Cinemalaya Philippine Independent Film Festival is an all-digital film festival and competition that aims to discover, encourage and honor the cinematic works of Cinemalaya Philippine Independent Film Festival is an all-digital film festival and competition that aims to discover, encourage and honor the cinematic works of 

Filipino filmmakers that boldly articulate and freely interpret the Filipino experience with fresh insight and artistic integrity. It also aims to invigorate Philippine 

filmmaking by developing a new breed of Filipino filmmakers. Cinemalaya is a project of the Cultural Center of the Philippines and the Cinemalaya Foundation, Inc. 

DIRECTOR’S VISIT : AUGUST 6, 2016 (FRIDAY)  |  6:15 PM  
CCP LITTLE THEATER, CCP COMPLEX, ROXAS BOULEVARD, PASAY CITY

Director Shoji is a graduate of Tokyo Film Center 
School of Arts. He has made over 10 short films 
that have been screened at various festivals in 
Japan and abroad. A short version of Ken and 
Kazu made in 2011 won an Honorable Mention at 
the SKIP CITY INTERNATIONAL D-Cinema 
FESTIVAL, and was selected by the International 
FilmFilm Festival Rotterdam and the IndieLisboa 
International Independent Film Festival. 

In 2015, a full-length version of Ken and Kazu film 
that took 5 years in the making made its debut in the Tokyo International Film Festival and won 
the award under the Japan Cinema Splash Category. Directed by: NAKAGAWA Ryutaro  

 
Produced by: FUJIMURA Takashi 

Cast: 
NAKAMURA Eriko (SHIGYO Natsuki), 
OKITO Takashi (SERIZAWA Natsuo), 
NAKAMURA Asaka (Natsumi)NAKAMURA Asaka (Natsumi)

Production Company: Tokyo New Cinema
Official Site: http://tokyonewcinema.com  

2015 Tokyo New Cinema ©

Synopsis: “August in Tokyo” portrays the dynamics of people trying to co-exist in nature and in the city. Even 
though two individuals may be insignificant in the context of a society, one life meets another and they move 
forward. The film is directed by Nakagawa Ryutaro, one of the leading young up-and-coming filmmakers in 
Japan and an established poet. Screened in the Japanese Cinema Splash Category at the 2014 Tokyo 
International Film Festival.

ThisThis film presents a parallel story of a man and a woman living in the suburb of Tokyo. In a corner of the city, a 
man named Natsuo lives as a yakuza and a woman named Natsuki works part-time. Although they rarely think 
about their families, they attempt to reunite with them. Brother and sister, father and daughter; the distance 
between them begins to shrink, but...

Film Festivals, Awards:
     2014 Tokyo International Film Festival, Japanese Cinema Splash

R13
RATED

日本映画祭　2016　入場無料

会場　Ayala Center Cebu Cinema
日程　8 月 17 日 ( 水 ) - 21 日 ( 日 )

上映スケジュール

8/17( 水 ) 7PM　小さいおうち
8/18( 木 ) 7PM  紙の月
8/19( 金 ) 7PM  愛の小さな歴史
8/20( 土 ) 4PM  バケモノの子
　　　      7PM  駆込み女と駆出し男
8/21( 日 ) 4PM  ビリギャル
               7PM  海街

16202016P20
ENTRANCE

FEE

Japanese Association Cebu, Inc.
Japanese Association Cebu         info@ja-cebu.com
0917-316-7563(Yamamoto)  0917-628-6689(Yamanaka)
0915-778-9303(Matsuda) 0917-620-3940(Tanaka)

SM SEASIDE

FORT SAN PEDRO

LANTAW

PLAZA INDEPENDENCIA

ROBINSON MALL
GALLERIA

SM CITY
CEBU

SUGBU
GROUND,

SRP

Special Thanks to:

THE JAPANESE CHAMBER OF
COMMERCE AND INDUSTRY
OF CEBU, INCORPORATED

SM CITY CEBU
PLAZA INDEPENDENCIA

For specific route information
and schedule kindly check our
official fb page.

FREE
SHUTTLE BUS

Sponsored by:

 Rain or Shine Rain or Shine

SM SEA SIDEFriday August 12 -  Gates open at 5PM / Events start at 7PM
Saturday August 13 - Gates open at 3PM / Events start at 4PM
Sugbo Ground, Cebu South Road Properties (SRP)

Event Programs Include:
•  Bon Odroi
•  Sinulog Dance
•  Authentic Japanese Portable Shrine
•  Enka (Japanese Traditional Song)
•  Yukata, Cosplay and Karaoke Contests
•  Mochi Tsuki (Rice cake pounding)
•  Lotteries
•  Fire Works Display
•  and many more exciting activities...
Note: The Program may be subject to change without prior notice

Event Programs Include:

For Sponsors, Supporters and Donations:
If you would like to join the event or support us, kindly review the information below or contact us directly.
 We would like to thank you for your consideration in making this year's Bon Odori Festival a memorable one.
• Individual Support - From P1000 upwards
• Booth rental and participation for BOTH days vary between P3000, P5000 or P10000
   depending on size and location
• Enterprise Sponsorship starts from P10000
  (For sponsorships, we will indicate the company name and advertisement on Posters and Venue, 
   and will offer a free        booth depending on the sponsorship amount)

For Sponsors, Supporters and Donations:



CEBU-TOH-TSUSHIN  (THE JAPANESE ASSOCIATION, CEBU INC.) 2016  JULY.  VOL 153 (4)CEBU-TOH-TSUSHIN  (THE JAPANESE ASSOCIATION, CEBU INC.) 2016  JULY.  VOL 153 (5)

海外に長期滞在する日本人に対する健康支援の推進に関する調査結果報告

和歌山県立医科大学保健看護学部　保健科学研究室

　過日の調査研究は、セブ日本人会の会員に対して健康に関する情報を把握し、海外に滞在する日本人に対する健康支援
について検討するために行いました。ご協力どうもありがとうございました。今回は、出発前の情報収集の状況、医療サー
ビス・医療通訳の状況、希望する日本の医療支援サービスをまとめた結果をお知らせします。

【対象者数・回答者数と分析方法】
　セブ日本人会に所属する日本人を対象としました。調査時の会員数は 270 名で、回収数は 43 名（回収率 15.9％）であ
りました。多くの方のご協力に感謝しています。
　回答者の年齢をみると、28 歳から 80 歳と広い範囲に分布していました。健康状態は年齢によって異なるため、平均年
齢の 52.4 歳を基準に、54 歳以下（若年群）と 55 歳以上（高年群）
の２群に分けて、比較検討することとしました。

【出発前の情報収集の状況】
　健康管理に関する情報・問題に対する関心があった割合は、54 歳以
下が 68.2％、55 歳以上が 76.2％でありました。
　出発前に調べた現地での健康管理に関する情報・問題では、いずれ
の年代も、内科、外科的な疾患について調べた方が最も多く、次いで、
54 歳以下は、歯科、感染症について、55 歳以上は医療機関までの距離・
診察時間、医療機関での日本語対応・通訳について調べた方が多かっ
たです。
　現地での健康管理に関する情報・問題の入手先をみると、いずれの
年代も、会社の上司・同僚から入手した方が最も多く、次いで、54 歳
以下は厚生労働省のホームページなどから、55 歳以上は知人、友人か
ら入手した方が多かったです。

【医療サービス・医療通訳の状況】
　医療サービスを利用した経験は、若年群で外来受診が 64％、高年群で入院経験が 57％でありました。
　医療サービスの利用しやすさは、いずれの年代も「まあまあしやすかった」（54 歳以下 62.5％、55 歳以上 50.0％）が
最も多く、次いで、54 歳以下は「あまりしやすくなかった」（25.0％）が多く、55 歳以上は「とてもしやすかった」（38.9％）
が多かったです。
　医療サービスの満足度を尋ねた結果は、いずれの年代も「まあまあ満足」（54 歳以下 75.0％、55 歳以上 72.2％）が最
も多く、次いで、54 歳以下は「あまり満足できなかった」（18.8％）が多く、55 歳以上は「とても満足」と「あまり満足
できなかった」（それぞれ 11.1％）が多かったです。
　医療通訳は、いずれの年代も「利用したことがない」（54 歳以下 56.3％、55 歳以上 66.7％）が最も多く、次いで、54
歳以下は「利用したことがある」（25.0％）が多く、55 歳以上は「利用したことがある」と「いつも利用している」（それ
ぞれ 16.7％）が同率でありました。
　医療通訳に対して、54 歳以下は「まあまあ不安がある」（71.4％）が最も多く、次いで、「あまり不安が無い」（28.6％）
でありました。55 歳以上は「あまり不安が無い」が全員でした。
　医療通訳を利用したことがある人（54 歳以下 7 名、55 歳以上 6 名）では、54 歳以下は「まあまあ満足している」（5 名）
が最も多く、次いで、「あまり満足していない」（2 名）でありました。55 歳以上は「まあまあ満足している」が全員でした。

【希望する日本の医療支援サービス】
　希望する日本の医療支援サービスをみると、54 歳以下は「ワクチン
接種」（54.5％）が最も多く、次いで、「薬剤の処方」（40.9％）が多かっ
たです。55 歳以上は「相談できる窓口の設置」（42.9％）が最も多く、
次いで、「ワクチン接種」と「薬剤の処方」（それぞれ 33.3％）が多かっ
たです。

【まとめ】
　今回多くの方にご協力をいただき、感謝しています。55 歳以上の方で気になった点を整理してみますと、
　現地の医療機関について調べていますが、感染症について調べた方は少なかったです。また、希望する医療支援に「ワ
クチン接種」が少なかったです。暖かい土地では感染症が多いので、感染症に関心をもち、信頼性が高いと考えられる、
厚生労働省などのホームページ、旅行関係の出版物などから情報を入手するようにしましょう。
　希望する医療支援として、ワクチン接種、薬剤の処方は、早急な対応が難しいですが、相談窓口はインターネットなど
を介しての対応が可能であり、今後検討していきます。

■食材店
町屋マート

■ホテル・ビーチリゾート
ムーベンピックホテル（Movenpick）
アネモネリゾート（マクタン）
ルビリゾート（サンタンダー）
シャングリラホテル（マクタン）
マルコポーロプラザホテル（セブ）

■ダイビング・マリンスポーツ
アクア・マリンスポーツ
ブダンディン・マリン・ダイバー
アクアバディス
エメラルドグリーン・ダイビングセン
ター
 マクタン店
 サンタンダー店
 モアルボアル店
 ボホール店 ■飲食店

【セブ市】
遊々亭（和食）
さっちゃん（お好み焼き）
 タランバン店
悟空（和食）マボロ店
ミッキーズ（ケーキ）
Q 兵衛（和食）
Jazz'n Bluz（レストバー）
TYMAD BISTRO（フランス料理）
夢屋喜兵衛（和食）
AMPERSAND（西洋料理）
寿や（ラーメン）
ラーメン空 / やきとり備長炭
AKITA ( 和食 )

■旅する
フレンドシップツアーズ
KSB トラベル

■飲食店
【マンダウエ市】
神楽（和食）
らーめん野武士（ラーメン）
オイスターベイ（シーフード）
スキレット（和洋食）

【マクタン島】
だるま（和食）
空海（和食）
夜桜（和食）
マリバゴグリル（フィリピン料理）
花魁（和食）

■美容・健康
ワウ・セブ歯科医院（歯医者）

■レジャー・スポーツ
セブトップ

（遊覧飛行、体験飛行）

■その他
Character Studio

（オリジナルグッズ）
誰でもヒーロー ( ボランティア )
NPO Sevnsprit（ボランティア）

割引き、もしくは特別サービス御座います。
必ず会員証をご持参ください

セブ日本人会　協賛店一覧
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電話：(032)495-7728 or 495-8372
携帯：0917-321-6349(日本語可)
場所：Anemone Resort 内
　　   Buyong, Maribago, Lapu-lapu City

日本人インストラクターが5人常駐！！ダイビング
が初めての方やお一人で参加される方にも安心。
少人数、安全そしてきめ細かなサービスで快適
なダイビングを約束♪またセブ島の南サンタンダ
ー、モアルボアル、ボホールにも支店（もちろん日
本人インストラクター常駐）がありますので、マク
タン以外の海を潜りたいダイバーの方は、ぜひこ
ちらも潜ってみてはいかがですか？

セブ島通信を見て事前に
ダイビングをご予約された方
オリジナルTシャツ贈呈＆ランチ無料！

Emerald Green Diving Center
エメラルドグリーンダイビングセンター

プロモ期限：当セブ島通信発行年月より１年間

☆★ ジンベエツアー開催 ★☆

PTN トラベル
(032)-340-7910/495-8521
c/o Shudou Jyuku Brgy, Lapu-lapu

オプショナルツアー

まずは気軽に日本人スタッフ　直通ダイヤル 0917-622-0373
までお電話してみて下さい。

セブ在住だけどまだ余りセブやボホールの観光をしたことがない、、、、
日本から友達が来るので、一緒に出かけたいけどガイド出来るほどよく
知らない、、、、　などお悩みの方は、是非とも弊社までお尋ね下さい。
格安料金でのホテル手配やオプショナルツアー手配など様々なプランの
ご相談を賜ります。アイランドピクニックから市内観光、ボホールツアー、
楽しいツアーをご提供いたします。

セブ市内観光
アイランドピクニック
ボホール島1日観光
みどころツアー（夜景観賞）
ナイトシティツアー
わくわくマクタン島めぐり
カワサンフォールツアー
ニューハーフショー＆ディナー
シャングリラビーチツアー

US＄60
US＄80
US＄120
US＄55
US＄55
US＄30
US＄95
US＄55
US＄95～

その他多数、用意してます！！上記料金は、大人お
一人の料金です。子供料金もあります。セブの海
を楽しみたい方、お気軽にお問い合わせ下さい。

広告掲載募集

★セブ島通信に記事を掲載したい方は「メール：info@ja-cebu.com」迄、お問合せください。
★セブ島通信では、発行日（奇数月の月初）の 1 ヶ月前を締切として原稿を公募しております。

売ります・買います・貸します

パジェットビル内賃貸コンド ( 日本人所有 ) のご案内

セブでの連絡先・現地案内 ( 無料 ) は 263-0614 [ 鈴木 ] にどうぞ！

Since 1983, Cebu  J apanese

M
J
S
巡
回
指
導
授
業

五
月
二
十
二
日
（
土
）
の
二
・
三

時
間
目
に
、
マ
ニ
ラ
日
本
人
学

校
の
教
諭
に
よ
る
巡
回
指
導
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
一
年
・
J
１　

図
工
「
ク

ル
ク
ル
ま
わ
し
て
」　

小
野
孝
晃

教
諭

紙
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
回
る
お
も

ち
ゃ
を
作
成
し
ま
し
た
。
日
本

語
が
理
解
で
き
な
く
て
も
、
見

本
を
見
て
個
性
豊
か
な
作
品
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
ど

う
す
れ
ば
よ
く
回
る
の
か
を
そ

れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
工
夫
で
き
た

の
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

小
学
二
・
三
年　

図
画
工
作
「
カ

ラ
フ
ル
ハ
ン
ド
」　

喜
多
優
教
諭

ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
で
自
分
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
を

描
き
ま
し
た
。
ク
レ
ヨ
ン
や
絵

の
具
な
ど
、
普
段
か
ら
使
い
慣

れ
て
い
な
い
生
徒
も
お
り
戸
惑

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
丁

寧
に
実
践
を
含
め
て
教
え
て
い

た
だ
き
素
敵
な
作
品
が
で
き
ま

し
た
。
遠
近
法
を
う
ま
く
利
用

し
、
本
当
に
着
て
い
る
よ
う
な

写
真
も
撮
り
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

小
学
六
年
・
中
学
一
～
三
年
・

J
５　
「
華
道
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
」　

浜
田
真
希
教
諭

ま
ず
は
華
道
と
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
の
ち
が
い
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
華

道
の
基
本
は
中
心
と
な
る
葉
も

の
が
花
器
の
一
・
五
倍
に
な
る
よ

う
に
し
ま
す
。
次
に
メ
イ
ン
と

な
る
花
を
セ
ッ
ト
し
、
正
面
か

ら
見
て
見
栄
え
の
い
い
よ
う
に

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
花
や

葉
を
お
い
て
い
き
ま
し
た
。
今

回
は
花
器
も
剣
山
も
な
か
っ
た

の
で
、
花
器
の
代
わ
り
に
帽
子
、

剣
山
の
代
わ
り
に
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
用
の
オ
ア
シ
ス

を
使
用
し
ま
し
た
。
シ
ン
プ
ル

　

イ
ズ　

ベ
ス
ト
の
華
道
の
世

界
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

中
学
生
の
ク
ラ
ス
は
、
用
意
し

た
花
が
余
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

急
遽
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
個
性
豊
か
な
作
品
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。出
来
上
が
っ

た
作
品
は
家
に
持
ち
帰
り
ま
し

た
が
、
思
い
の
ほ
か
長
持
ち
を

し
た
と
の
こ
と
で
、
生
徒
一
人

一
人
が
日
常
に
花
の
あ
る
生
活

を
、
心
が
豊
か
な
に
な
る
と
感

じ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

中
学
一
～
三
年　
「
書
道　

行
書

を
書
い
て
み
よ
う
」　

三
松
久
恵

教
諭

年
に
一
度
、
正
月
に
書
初
め
を

し
て
い
ま
す
が
、
意
外
と
基
本

的
な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
生
徒

は
少
な
か
っ
た
の
で
、
筆
の
持

ち
方
や
使
い
方
、
書
く
と
き
の

姿
勢
な
ど
の
基
本
を
き
ち
ん
と

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最

初
は
楷
書
を
書
き
、
そ
の
後
、

行
書
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
行
書

は
初
め
て
で
し
た
が
、
楷
書
と

の
ち
が
う
と
こ
ろ
を
理
解
し
、

美
し
い
文
字
が
書
け
ま
し
た
。

み
ん
な
集
中
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

小
学
四
～
六
年
・
J
３
・
J
５

　
　
「
体
育　

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
」

　

三
松
久
恵
教
諭

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
日
本
の
学
校

に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
生
徒
は

知
っ
て
い
ま
す
が
、
現
地
校
し

か
知
ら
な
い
生
徒
に
と
っ
て
は

ル
ー
ル
も
よ
く
わ
か
ら
ず
、
年

に
一
度
の
合
同
体
育
授
業
で
も

ル
ー
ル
の
説
明
が
難
し
く
課
題

で
し
た
。
今
回
の
三
松
先
生
の

授
業
で
、ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
ま
っ

た
く
知
ら
な
い
生
徒
に
も
ど
う

や
っ
て
教
え
る
か
な
ど
、
た
い

へ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
簡
単
な

ゲ
ー
ム
も
教
え
て
い
た
だ
き
、

早
速
、
合
同
体
育
授
業
に
取
り

入
れ
ま
し
た
。

J
２
・
J
４　
「
科
学
実
験
」

　

五
所
志
織
教
諭

洗
濯
の
り
と
四
ホ
ウ
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
を
混
ぜ
て
の
ス
ラ
イ
ム
作

り
と
、
ア
ル
カ
リ
性
の
焼
き
そ

ば
が
他
の
材
料
と
混
ぜ
る
こ
と

に
よ
り
色
が
変
化
す
る
実
験
を

行
い
ま
し
た
。

焼
き
そ
ば
に
紫
キ
ャ
ベ
ツ
を
加

え
る
と
青
に
、
そ
の
後
、
カ
レ
ー

粉
を
加
え
る
と
赤
に
、
最
後
に

ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
を
加
え
る
と

元
の
色
に
戻
り
ま
し
た
。
色
の

変
化
に
み
ん
な
興
味
津
々
で
し

た
。

行
事　

こ
い
の
ぼ
り

五
月
七
日（
土
）の
三
時
間
目
に
、

子
供
の
日
に
ち
な
み
、行
事
「
こ

い
の
ぼ
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

紙
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
、
各
時
が

思
い
思
い
の
こ
い
の
ぼ
り
を
作

り
ま
し
た
。
最
後
に
み
ん
な
で

か
し
わ
も
ち
の
代
わ
り
に
大
福

餅
を
食
べ
ま
し
た
。

合
同
体
育
授
業
・
避
難
訓
練

六
月
四
日
（
土
）、
午
前
・
午
後

ク
ラ
ス
合
同
で
体
育
授
業
を
行

い
ま
し
た
。

一
本
の
竹
の
棒
を
三
人
で
持
っ

て
走
り
リ
レ
ー
す
る
「
台
風
の

目
」
や
「
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
」、

「
ボ
ー
ル
渡
し
リ
レ
ー
」、「
ド
ッ

チ
ボ
ー
ル
」
な
ど
を
し
ま
し
た
。

普
段
の
授
業
で
は
体
を
動
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
み
ん

な
張
り
切
っ
て
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
体
育
授
業
の
前
に
は
、
避

難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

の
出
席
し
た
生
徒
、
二
十
九
名

の
避
難
は
二
分
五
十
五
秒
で
し

た
。
も
し
も
の
と
き
に
も
慌
て

ず
に
迅
速
な
避
難
が
で
き
る
よ

う
に
、
み
ん
な
避
難
の
手
順
を

確
認
し
な
が
ら
行
動
し
て
い
ま

し
た
。
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隣
の
家
に
は
豚
が
い
る
。
豚

に
限
ら
ず
鶏
や
ヤ
ギ
な
ど
も

い
る
。
昔
は
牛
も
い
た
。
こ

れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
単
に
飼
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
叔

母
さ
ん
曰
く
貯
金
だ
そ
う
だ
。

お
金
に
余
裕
が
あ
る
と
こ
れ

ら
の
家
畜
を
買
う
。
大
き
く

育
て
た
り
、
増
や
し
た
り
し

て
、
お
金
が
必
要
な
時
に
売

る
の
だ
そ
う
だ
。
そ
う
は
う

ま
く
い
っ
て
い
る
と
は
傍
目

か
ら
見
て
思
え
な
い
の
だ
が
、

本
人
た
ち
は
も
の
す
ご
く
合

理
的
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

他
人
の
私
が
口
を
出
す
こ
と

で
は
な
い
。
が
、
何
し
ろ
隣

の
家
な
の
で
、
ま
っ
た
く
関

係
な
い
と
涼
し
い
顔
も
し
て

い
ら
れ
な
い
。

隣
の
家
の
豚
は
、
最
初
は
子

豚
が
一
匹
、
井
戸
に
括
り

つ
け
ら
れ
て
い
た
。
売
ら
れ

て
い
く
わ
け
で
も
、
つ
ぶ
さ

れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
ど
ん

ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
っ

た
。
気
が
つ
け
ば
立
派
な
豚

小
屋
が
建
っ
て
い
て
、
豚
の

数
も
増
え
て
い
た
。
豚
の
世

話
は
結
構
た
い
へ
ん
だ
。
豚

は
き
れ
い
好
き
な
の
で
、
日

に
何
度
も
豚
小
屋
を
掃
除
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ホ
ー

ス
の
水
で
威
勢
良
く
ジ
ャ
ー

ジ
ャ
ー
と
床
を
洗
い
流
す
の

だ
が
、
排
水
な
ど
何
も
考
え

ず
に
先
に
豚
小
屋
を
建
て
て

し
ま
っ
た
た
め
に
、
ウ
チ
と

は
反
対
側
の
隣
の
家
の
方
へ
、

豚
小
屋
を
洗
っ
た
汚
い
水
が

流
れ
て
い
き
大
騒
ぎ
に
な
っ

た
。
反
対
側
の
家
も
親
戚
ら

し
い
が
、
隣
の
叔
父
さ
ん
は

こ
う
い
う
無
神
経
な
こ
と
を

よ
く
す
る
た
め
、
何
度
か
揉

め
て
い
る
の
を
見
た
が
、
今

で
は
高
い
塀
が
築
か
れ
、
も

は
や
塀
の
向
こ
う
が
ど
ん
な

暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
か
は

こ
ち
ら
か
ら
は
伺
い
知
れ
な

く
な
っ
て
い
た
が
、
水
は
塀

で
は
遮
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

そ
こ
で
叔
父
さ
ん
、
穴
を
掘

る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
辺
り

で
は
下
水
は
浸
透
式
で
、
大

き
な
穴
を
掘
る
。
ト
イ
レ
だ
っ

て
こ
の
方
式
だ
。
そ
し
て
突

然
、
ウ
チ
の
リ
ビ
ン
グ
の
向

こ
う
で
穴
を
掘
り
始
め
た
。

厳
密
に
は
こ
の
掘
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
姑
名
義
の
土
地

で
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
、
姑

の
承
諾
を
取
っ
て
い
る
の
か

は
知
ら
な
い
が
、
こ
の
辺
で

は
こ
う
い
う
こ
と
は
や
っ
た

も
ん
勝
ち
な
の
だ
。

人
足
が
五
・
六
人
来
て
、
エ
ッ

チ
ラ
エ
ッ
チ
ラ
と
鉄
の
棒
だ

け
で
穴
を
掘
る
。
三
メ
ー
ト

ル
四
方
の
穴
は
ど
ん
ど
ん
下

に
掘
り
下
げ
ら
れ
て
行
く
。

そ
の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
い
る

と
素
直
に
感
心
す
る
。
い
く

ら
も
ら
え
る
の
か
は
知
ら
な

い
が
、
定
職
も
な
い
く
せ
に

働
か
な
い
一
部
の
親
戚
連
中

に
彼
ら
の
爪
の
垢
で
も
飲
ま

せ
た
い
、
と
思
う
。
約
一
ヶ

月
で
深
さ
四
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
に
な
り
、
豚
小
屋
の
掃
除

の
際
の
排
水
は
か
く
し
て
こ

の
穴
に
入
れ
ら
れ
、
反
対
側

の
家
は
と
り
あ
え
ず
お
と
な

し
く
な
っ
た
。

そ
れ
は
よ
か
っ
た
の
だ
が
、

私
は
こ
の
穴
を
掘
っ
て
い
る

時
か
ら
嫌
な
予
感
は
し
た
。

し
か
し
、
さ
す
が
に
そ
れ
は

な
い
だ
ろ
う
と
自
分
を
言
い

聞
か
せ
て
い
た
。
そ
う
、
穴

を
掘
れ
ば
、
土
が
出
る
。
そ

の
土
が
、
穴
の
周
り
に
そ
の

ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
何
し
ろ
我
が
家
の
リ

ビ
ン
グ
の
そ
の
す
ぐ
向
こ
う

で
穴
を
掘
ら
れ
た
の
で
、
窓

の
向
こ
う
に
丘
が
で
き
た
。

洗
濯
物
を
干
す
ワ
イ
ヤ
ー
は

気
が
付
け
ば
膝
ぐ
ら
い
の
高

さ
に
な
っ
て
い
て
、
何
か
を

干
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
た
。
し
ば
ら
く
は
じ
っ

と
我
慢
を
し
て
い
た
が
、
土

が
ど
こ
か
に
運
び
出
さ
れ
る

よ
う
な
気
配
も
な
か
っ
た
の

で
、
叔
父
さ
ん
に
「
こ
の
土
、

ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
？
こ

の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
も
困
る

ん
で
す
け
ど
。」
と
言
っ
て
み

た
。
す
る
と
叔
父
さ
ん
、「
も

ち
ろ
ん
片
付
け
る
。
頼
ん
で

い
る
人
が
来
な
く
て
。」
な
ん

て
、
さ
も
ち
ゃ
ん
と
考
え
て

い
ま
す
よ
、
み
た
い
な
こ
と

を
言
っ
て
い
た
が
、
そ
ろ
そ

ろ
穴
を
掘
っ
て
二
ヶ
月
が
経

と
う
と
し
て
い
る
が
、
ど
う

に
か
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ

う
に
は
見
え
な
い
。

穴
が
掘
ら
れ
て
い
た
の
は
、

乾
季
の
真
っ
只
中
で
あ
っ
た

が
、
最
近
、
夜
中
な
ど
に
か

な
り
強
い
雨
が
降
る
よ
う
に

な
っ
た
。
丘
は
雨
に
流
さ
れ
、

だ
ん
だ
ん
平
ら
に
な
っ
て
い

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
雨
降
っ

て
地
固
ま
る
。
と
い
う
諺
が

あ
る
が
、
な
る
ほ
ど
こ
う
い

う
こ
と
な
の
か
、
と
思
わ
ず

感
心
し
て
し
ま
っ
た
が
、
感

心
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。

我
が
家
が
埋
も
れ
始
め
て
い

る
で
は
な
い
か
。
再
度
、
叔

父
さ
ん
に
「
家
が
埋
ま
っ
ち
ゃ

う
か
ら
何
と
か
し
て
。」
と

言
っ
た
ら
、
な
ぜ
か
姑
が
ス

コ
ッ
プ
を
持
っ
て
き
て
、
土

を
元
の
丘
に
戻
し
始
め
た
。

一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
て
は

い
る
が
、
雨
が
降
れ
ば
ま
た

土
が
流
れ
て
く
る
。
雨
の
度

に
、
そ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返

し
て
い
た
が
、
い
つ
の
間
に

か
そ
れ
も
し
て
く
れ
な
く

な
っ
た
。
こ
ち
ら
も
も
う
い

ち
い
ち
文
句
を
い
う
の
も
面

倒
に
な
り
放
置
し
て
い
る
が
、

こ
れ
が
向
こ
う
の
思
う
ツ
ボ

な
ん
だ
と
思
う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
い
ろ
ん
な

こ
と
を
諦
め
ち
ゃ
っ
た
方
が

生
き
や
す
か
っ
た
り
す
る
。

女 36 歳　セブ島で楽しく明るい貧乏生活
DAREDEMO HERO スタッフ JUNKO

いよいよセブの長い雨季が始まりました。「恵みの雨」とはいえども、どんより曇っている空を見ていると、気分まで憂鬱になってしまいます。更にこれからの時期、
日本の夏休みに合わせて、たくさんの観光客の方々が「青い海・白い砂浜」のセブを思い描いてセブに来られます。タイミング悪く悪天候が続き、ガッカリされている
観光客の方をお見かけすると、自分のせいではないにせよ、なんだか申し訳ない気分になります。
　私が一番雨季で困ることは「移動手段」です。前にもこちらでご紹介させていただいたように、私の愛する移動手段は「ハバルハバル ( バイクタクシー )」です。こ
のハバルハバル、もちろん屋根はありません。突然降りだすスコールには、たとえカッパを常備していても間に合わず、何度びしょぬれになったことか分かりません。
パソコンや大切な書類を持っている時は、毎回ヒヤヒヤしています。
　一方、セブの貧困層にとって、この雨はまさに「恵みの雨」です。山岳地区や水道のない貧困地区の人々は、乾季には生活用水を遠くまで買いに行き、わざわざ運ば
なければいけません。そのため、水はとても貴重なものなのです。ぜひ、雨の日にスラム地区を訪問してみてください。そこは一気に公衆浴場・洗濯場に早変わりです。
子供たちだけでなく、大人まで、服を着たまま石鹸やシャンプーを使い、身体と服を洗い始めます。水たまりでは、子供たちがプールや浴槽のように、ジャブジャブと
楽しそうに遊んでいます。
先日とある山岳貧困地区で、山の上まで水を運ぶ子供たちと仲良くなり、水運びのお手伝いをしました。小学校に上がるか上がらないかの小さな子供に出来ることを「私
に出来ないはずがない！」と思った私がバカでした。天秤棒の両側にぶら下がったバケツは、総重量は軽く 50Kg オーバーです。持った瞬間にあきらめました。これを
毎日山の上まで運ばなければ生活ができないのです。

広告掲載のお礼

この度フリーペーパー各社（クーポン、咲楽、セブポット様）のご厚意により日
本人会の情報、お知らせを無料で掲載していただくことになりました。
いろいろな情報がたくさんの方に発信できるようになり関係者一同喜んでいます。
この場を借りて御礼を申し上げます。

セブ日本人会　会長　櫻井絹恵


